
      

は
じ
め
に
―
戦
後
初
期
の
高
校
生
の
声 

 

実
際
僕
は
志
賀
直
哉
を
読
ん
だ
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
昔
な
ん
で
す
ね
。
つ
ま

り
文
学
と
い
う
も
の
を
自
覚
的
に
考
え
る
以
前
の
作
家
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

（
略
）
要
す
る
に
教
科
書
と
い
う
形
で
出
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
文

学
を
自
覚
的
に
自
分
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え
る
と
い
う
以
前
に
お
い
て
、

志
賀
直
哉
と
い
う
作
家
が
存
在
し
た
わ
け
で
す
ね
。
僕
の
読
ん
だ
の
は
、『
城

の
崎
に
て
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
、
教
科
書
に
ま
ず
出
て
く
る
。

（

１

） 
 中

学
校
入
学
の
年
に
敗
戦
を
迎
え
た
後
藤
明
生
が
回
顧
す
る
こ
の
教
科
書
と
は
、

戦
後
初
期
の
高
校
国
語
教
科
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
教
科
書
に
ま
ず
出
て
く
る
」

と
言
わ
れ
る
志
賀
直
哉
の
「
城
の
崎
に
て
」
（
『
白
樺
』
大
正
六
年
五
月
）
は
、
昭

和
二
五
年
、
つ
ま
り
検
定
教
科
書
の
使
用
開
始
と
共
に
教
科
書
へ
現
れ
た
。
そ
の

後
長
期
間
に
渡
っ
て
採
録
さ
れ
続
け
、
今
で
は
〈
定
番
教
材
〉
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
当
の
学
習
者
（
高
校
生
）
か
ら
の
評
判
は
芳
し
く
な
い
。

採
録
開
始
か
ら
六
〇
年
以
上
が
経
っ
た
た
め
学
習
者
の
実
情
に
合
わ
な
く
な
っ
て

き
た
の
か
、
と
い
う
と
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
採
録
開
始
直
後
か
ら
、「
城
の
崎
に

て
」
に
魅
力
を
感
じ
て
い
な
い
学
習
者
の
姿
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
牧

島
広

（

２

）

の
報
告
か
ら
は
、
「
（
荒
木
注
：
初
読
段
階
の
）
生
徒
た
ち
の
感
想
は
、
大
体

「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
帰
着
す
る
ら
し
か
っ
た
。（
略
）
私
の
教
室
の

場
合
、
生
徒
た
ち
は
、
文
学
に
興
味
を
も
た
な
い
の
で
は
な
く
て
、「
城
の
崎
に
て
」

に
興
味
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
」
と
、
文
学
作
品
の
中
で
も
特
に
「
つ
ま
ら
な
い
」

も
の
と
し
て
学
習
者
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
他
に
も
、「
か

れ
ら
（
荒
木
注
：
学
習
者
）
に
と
っ
て
志
賀
直
哉
の
小
説
は
お
も
し
ろ
く
な
い
の

だ
」
と
い
う
鈴
木
由
次

（
３
）

や
、
主
人
公
の
心
情
に
「
共
感
で
き
な
い
」
と
い
う
学
習

者
の
多
さ
を
明
か
し
た
川
内
通
生

（
４
）

の
報
告
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
城
の
崎
に
て
」

は
、
戦
後
の
学
習
者
に
と
っ
て
決
し
て
魅
力
的
な
作
品
と
は
呼
べ
ず
、「
教
科
書
に

ま
ず
出
て
く
る
」
か
ら
読
ま
れ
た
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
学
習
者
に
敬
遠
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
「
城
の
崎
に
て
」
が
採
録
さ

れ
続
け
た
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
呈
す
る
本
論
は
、
戦
後
初
期
の
国
語
教
科
書
の

中
で
作
品
本
文
と
並
べ
ら
れ
た
諸
情
報
の
内
容
・
表
現
の
分
析
を
通
し
て
、「
城
の

崎
に
て
」
が
採
録
さ
れ
続
け
た
原
因
の
一
端
の
解
明
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ

の
方
法
と
し
て
、
同
時
代
評
の
中
で
も
教
科
書
に
再
現
さ
れ
た
も
の
と
捨
象
さ
れ

た
も
の
を
明
ら
か
に
し
、「
城
の
崎
に
て
」
に
求
め
ら
れ
て
い
た
教
材
と
し
て
の
価

値
を
探
っ
て
い
く
。 

な
ぜ
、
教
科
書
の
中
の
「
城
の
崎
に
て
」
を
見
る
際
に
同
時
代
評
が
必
要
と
な

戦
後
初
期
教
科
書
の
中
の
「
城
の
崎
に
て
」

│ 

三
省
堂
発
行
教
科
書
か
ら
の
一
考
察 

│

荒
　
木
　
裕
　
子
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る
の
か
。
そ
の
理
由
を
先
走
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
同
時
代
評
の
中
で
志
賀
や
「
城

の
崎
に
て
」
に
与
え
ら
れ
た
評
価
が
、
戦
後
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た
教
材
の
諸
情

報
と
し
て
再
生
産
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
察
す
る
た
め
で
あ
る
。 

戦
後
教
科
書
の
中
で
「
城
の
崎
に
て
」
が
学
習
者
に
提
示
さ
れ
る
際
、
そ
こ
に

は
作
品
本
文
の
他
に
、〈
手
引
き
〉
や
〈
作
家
情
報
〉
、〈
参
考
教
材
〉
と
い
っ
た
教

科
書
編
者
が
編
集
し
た
諸
情
報
が
付
さ
れ
て
い
た
。
学
習
補
助
の
た
め
に
作
品
や

単
元
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
指
示
や
質
問
で
あ
る
〈
手
引
き
〉
は
、「
学
習
者
が
そ
の

教
材
文
を
た
だ
漠
然
と
読
む
」
こ
と
を
防
止
し
、「
「
教
材
と
し
て
」
、
そ
こ
か
ら
何

か
を
学
ぶ
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
読
む
こ
と
」

（

５

）

の
奨
励
に
繋
が
る
と
い
う
性
格
を

持
つ
。
し
た
が
っ
て
教
科
書
編
者
が
作
品
を
通
し
て
「
学
習
者
に
学
ば
せ
た
い
こ

と
」
、
つ
ま
り
「
到
達
さ
せ
た
い
理
想
の
解
釈
」
が
〈
手
引
き
〉
に
現
れ
て
い
る
。

ま
た
、〈
作
家
情
報
〉
に
は
、
教
科
書
編
者
が
選
択
し
た
作
家
の
遍
歴
や
特
徴
、
代

表
作
な
ど
が
列
挙
さ
れ
、〈
参
考
教
材
〉
に
は
作
品
の
鑑
賞
文
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
教
科
書
編
者
に
よ
る
情
報
の
取
捨
選
択
の
産
物
で
あ
り
、
作
家
や

作
品
に
対
す
る
一
種
の
解
釈
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、
本
論
で
言
う
と
こ
ろ
の
戦
後
初
期
の
期
間
に
つ
い
て
記
す
。
戦
後
間

も
な
く
の
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
由
来
す
る
経
験
主
義
の
教
育
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
こ
の
「
経
験
主
義
」
と
は
「
学
習
者
の
生
活
経
験
の
場
に
立
ち
、
彼
ら
の

興
味
・
関
心
を
中
心
と
し
た
活
動
を
組
織
し
、
社
会
的
経
験
を
与
え
よ
う
と
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
こ
と
」
で
あ
り
、「
具
体
的
に
は
単
元
学
習
や
問
題
解
決
学
な
ど

の
方
法
を
と
り
、
教
科
書
を
中
心
と
し
て
知
識
を
教
授
す
る
伝
統
的
な
方
法
と
対

置
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。

（

６

） 

そ
の
後
、
昭
和
二
六
年
度
版
学
習
指
導
要
領
の
う
ち
高
等
学
校
だ
け
が
部
分
的

に
改
訂
さ
れ
た
昭
和
三
〇
年
度
版
学
習
指
導
要
領
で
は
「
学
力
重
視
」
が
謳
わ
れ
、

経
験
主
義
か
ら
能
力
主
義
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
ま
だ
こ
の
時
点
で

は
こ
の
方
向
転
換
に
気
づ
い
て
い
な
い
委
員
も
多
」
く
、
学
習
指
導
要
領
の
上
に

能
力
主
義
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
の
は
、
続
く
昭
和
三
五
年
度
の
改
訂
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
の
昭
和
三
五
年
度
版
で
は
、「
現
代
国
語
」
の
新
設
と
い
う
、
そ
れ
ま
で

に
な
い
教
科
構
造
上
の
変
化
が
起
こ
る
。
こ
の
「
現
代
国
語
」
の
登
場
に
よ
っ
て

古
典
と
現
代
文
が
切
り
離
さ
れ
、
様
々
な
論
議
を
生
む
事
態
と
な
っ
た
。

（

７

） 

し
た
が
っ
て
本
論
で
は
、
昭
和
三
五
年
度
版
学
習
指
導
要
領
が
高
等
学
校
国
語

科
に
訪
れ
た
大
き
な
節
目
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
昭
和
三
〇
年
度
版
学
習

指
導
要
領
が
使
用
さ
れ
て
い
る
期
間
（
―
昭
和
三
七
年
）
ま
で
を
戦
後
初
期
と
便

宜
上
称
す
る
。 

 一
、
「
城
の
崎
に
て
」
同
時
代
評 

 

さ
て
、
教
材
と
し
て
の
評
価
は
決
し
て
高
か
っ
た
と
言
え
な
い
「
城
の
崎
に
て
」

だ
が
、
そ
も
そ
も
文
学
作
品
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
文
壇
に
迎
え

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
８
） 

「
城
の
崎
に
て
」
の
評
価
史
は
発
表
か
ら
一
年
半
後
、
大
正
七
年
の
菊
池
寛
「
志

賀
直
哉
氏
の
作
品
」（
『
文
章
世
界
』
大
正
七
年
一
一
月
）
に
始
ま
る
。
菊
池
は
「
自

分
は
現
代
の
作
家
の
中
で
、
一
番
志
賀
氏
を
尊
敬
し
て
居
る
」
と
書
き
出
し
、「
城

の
崎
に
て
」
に
つ
い
て
は
「
い
も
り
」
の
描
写
を
引
用
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ

る
。

（
９
） 

 

殺
さ
れ
た
い
も
り
と
、
い
も
り
を
殺
し
た
心
持
と
が
、
完
璧
と
云
っ
て
も
偽

で
は
な
い
程
本
当
に
表
現
さ
れ
て
居
る
。
客
観
と
主
観
と
が
、
少
し
も
混
乱
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し
な
い
で
、
両
方
と
も
、
何
処
迄
も
本
当
に
表
現
さ
れ
て
居
る
。
何
の
文
句

一
つ
も
抜
い
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
如
何
な
る
文
句
を
加
え
て
も
蛇
足
に
な

る
よ
う
な
完
全
し
た
表
現
で
あ
る
。
此
の
表
現
を
見
て
も
分
る
事
だ
が
、
志

賀
氏
の
物
の
観
照
は
、
如
何
に
も
正
確
で
、
澄
み
切
っ
て
居
る
と
思
う
。
此

の
澄
み
切
っ
た
観
照
は
志
賀
氏
が
真
の
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
一
つ
の
有
力
な

証
拠
だ
が
、
氏
は
此
の
観
照
を
如
何
な
る
悲
し
み
の
時
も
、
欣
び
の
時
に
も
、

必
死
の
場
合
に
も
、
眩
ま
さ
れ
は
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

  

志
賀
の
「
物
の
観
照
」
や
「
表
現
」（
描
写
）
の
「
正
確
」
さ
に
着
目
し
た
菊
池

の
論
は
、
そ
の
後
小
林
秀
雄
の
「
志
賀
直
哉
―
世
の
若
く
新
し
い
人
々
へ
」
（
『
思

想
』
昭
和
四
年
一
二
月
）
や
、
谷
崎
潤
一
郎
「
文
章
読
本
」
（
『
中
央
公
論
』
昭
和

九
年
一
一
月
）
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
小
林
は
、
志
賀
直
哉
の
「
印
象
は
ま

こ
と
に
直
接
的
」
で
あ
り
、「
氏
の
文
体
の
魅
力
は
、
こ
れ
を
貫
く
す
ば
ら
し
い
肉

感
に
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
一
例
と
し
て
「
城
の
崎
に
て
」
の
「
蠑
螈
の
水
浴
す

る
渓
流
の
觸
感
を
感
ず
る
處
」
を
挙
げ
て
い
る
。

（
１
０
）

ま
た
、
谷
崎
は
「
小
説
に
使
ふ

文
章
こ
そ
最
も
実
際
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
喚
起
し
、
そ

の
文
章
例
と
し
て
「
城
の
崎
に
て
」
の
「
蜂
」
の
描
写
を
引
用
し
、
解
説
を
加
え

て
い
る
。

（
１
１
） 

 

と
こ
ろ
で
、
か
う
云
ふ
風
に
簡
単
な
言
葉
で
、
明
瞭
に
物
を
描
き
出
す
技
倆

が
、
実
用
の
文
章
に
於
い
て
も
同
様
に
大
切
な
の
で
あ
り
ま
す
。（
略
）
そ
れ

で
ゐ
て
、
此
の
作
者
は
、
ま
こ
と
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
写
し
取
つ
て
ゐ
る
。

私
が
点
を
打
つ
た
部
分
を
読
む
と
、
一
匹
の
蜂
の
動
作
を
仔
細
に
観
察
し
て
、

ほ
ん
た
う
に
見
た
通
り
を
書
い
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
。
さ
う
し
て
書
い
て
あ

る
こ
と
が
、
と
云
ふ
の
は
、
此
の
場
合
に
は
蜂
の
動
作
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
が
は
つ
き
り
と
読
者
に
伝
は
る
の
は
、
出
来
る
だ
け
無
駄
を
切
り
捨
て
ゝ
、

不
必
要
な
言
葉
を
省
い
て
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
「
華
を
去
り
実
に

就
く
」
と
は
は
う
云
ふ
書
き
方
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
簡
に
し
て
要
を
得
て
ゐ

る
の
で
す
か
ら
、
此
の
く
ら
ゐ
実
用
的
な
文
章
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
略
）
／
但

し
、
今
の
志
賀
氏
の
文
章
を
見
る
と
、「
淋
し
か
つ
た
」
と
云
ふ
言
葉
が
二
度
、

「
静
か
な
」
と
云
ふ
形
容
詞
が
二
度
、
繰
り
返
し
使
つ
て
あ
り
ま
す
が
、
此

の
繰
り
返
し
は
静
か
さ
や
淋
し
さ
を
出
す
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
し

て
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
な
志
賀
の
「
描
写
」
の
「
正
確
」
さ
に
着
目
す
る
論
と
は
別
に
、「
城

の
崎
に
て
」
を
「
東
洋
的
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
流
れ
も
、
広
津
和
郎
の
「
文
壇

新
人
論
４ 

志
賀
直
哉
論
」
（
『
新
潮
』
大
正
八
年
四
月
）
か
ら
始
ま
る
。
「
「
城
の

崎
に
て
」
の
底
に
流
れ
て
ゐ
る
あ
の
東
洋
的
と
で
も
云
ふ
べ
き
静
け
さ
、
そ
こ
に

は
何
と
も
云
は
れ
な
い
味
ひ
が
あ
る
。
生
と
死
と
の
深
い
意
味
に
つ
い
て
の
透
徹

し
た
暗
示
が
あ
る
」
と
述
べ
た
広
津
に
続
き
、
高
田
瑞
穂
は
「
志
賀
直
哉
―
私
自

身
の
為
に
―
」
（
『
評
論
』
昭
和
一
〇
年
三
月
）
の
中
で
「
「
城
崎

マ

マ

に
て
」
「
焚
火
」

等
に
見
ら
れ
る
東
洋
的
静
謐
」
と
表
現
し
た
。
こ
の
、
菊
池
寛
と
広
津
和
郎
か
ら

始
ま
る
大
き
な
評
価
の
流
れ
が
、
同
時
代
評
に
見
ら
れ
る
主
な
傾
向
で
あ
る
。

（
１
２
） 

 
ま
た
、「
作
品
に
作
者
の
実
際
の
経
験
か
ら
生
れ
る
心
情
が
描
か
れ
た
作
品
内
容

を
評
価
の
対
象
に
し
た
」

（
１
３
）

伊
藤
整
の
「
短
篇
は
象
徴
で
あ
る
か
」
（
『
新
潮
』
昭
和

一
一
年
一
一
月
）
や
、「
城
の
崎
に
て
」
を
否
定
的
に
読
み
解
く
勝
本
清
一
郎
の
「
谷

崎
潤
一
郎
と
志
賀
直
哉
」
（
『
中
央
公
論
』
昭
和
一
一
年
九
月
）
も
登
場
す
る
。
勝

本
は
「
城
の
崎
に
て
」
に
描
写
さ
れ
た
小
動
物
の
死
は
「
本
当
」
で
も
、「
こ
の
三
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つ
の
光
景
を
繋
ぎ
合
せ
て
ゐ
る
主
観
、
構
成
の
営
み
は
、
一
つ
〳
〵
の
描
写
の
真

実
を
裏
切
る
や
う
な
一
つ
の
芸
術
的
作
り
ご
と
、
一
つ
の
型
、
一
つ
の
下
手
な
因

縁
づ
け
に
過
ぎ
」
ず
、「
さ
う
云
ふ
構
成
は
、
少
く
と
も
部
分
的
な
描
写
が
も
の
の

真
実
に
よ
く
徹
し
て
ゐ
る
よ
り
も
、
底
の
浅
い
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

以
上
、
確
認
し
た
も
の
が
主
要
な
「
城
の
崎
に
て
」
の
同
時
代
評
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
次
節
か
ら
実
際
に
、
教
科
書
と
同
時
代
評
と
の
比
較
に
移
り
た
い
。 

 

二
、
『
新
国
語
』
系
統
教
科
書
に
見
ら
れ
る
特
徴 

 

こ
こ
で
、
本
論
に
お
い
て
三
省
堂
の
教
科
書
に
注
目
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し

て
お
き
た
い
。

（
１
４
） 

戦
後
間
も
な
く
に
三
省
堂
が
発
行
し
た
高
校
国
語
教
科
書
に
は
、
土
居
忠
生
な

ど
広
島
高
等
師
範
学
校
関
係
者
に
よ
る
西
日
本
向
け
『
新
国
語
』
系
統
の
教
科
書

と
、
国
語
学
者
の
金
田
一
京
助
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
し
た
東
日
本
向
け
『
高
等

国
語
』
系
統
の
教
科
書
が
存
在
し
、
『
新
国
語
』
系
統
で
は
昭
和
二
五
年
、
『
高
等

国
語
』
系
統
で
は
昭
和
二
八
年
使
用
開
始
の
教
科
書
か
ら
「
城
の
崎
に
て
」
を
採

録
し
て
い
る
。
こ
の
二
系
統
の
編
集
体
制
は
「
広
島
・
東
京
合
同
で
一
種
の
教
科

書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
る
前
年
の
昭
和
三
十
七
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
た
」

（
１
５
）

と
い

う
。 『

新
国
語
』
は
初
版
、
改
訂
版
共
に
全
国
一
位
の
採
択
率
を
誇
り
、『
高
等
国
語
』

も
『
新
国
語
』
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
教
科
書
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
三
省

堂
の
『
新
国
語
』
系
統
、『
高
等
国
語
』
系
統
の
両
者
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
城
の

崎
に
て
」
も
、
戦
後
初
期
の
学
習
者
に
広
く
読
ま
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。 

ま
た
、
三
省
堂
は
『
新
国
語 

わ
れ
ら
の
読
書
一
』
（
昭
和
二
五
年
使
用
開
始
）

か
ら
『
高
等
学
校
国
語
１
』（
平
成
一
〇
年
使
用
開
始
）
ま
で
、
延
べ
一
四
冊
の
教

科
書
に
「
城
の
崎
に
て
」
を
採
録
し
た
。
そ
の
中
で
も
〈
定
番
教
材
〉
が
誕
生
し

た
と
考
え
ら
れ
る
八
〇
年
代
前
半
ま
で
に
検
定
を
受
け
た
教
科
書
は
一
〇
冊
に
上

る
。
同
時
期
の
他
社
の
「
城
の
崎
に
て
」
採
録
状
況
を
見
て
み
る
と
、
尚
学
図
書

が
七
冊
、
教
育
図
書
研
究
会
が
四
冊
、
明
治
書
院
・
好
学
社
・
中
等
教
育
研
究
会

が
三
冊
、
そ
の
他
六
社
が
二
冊
以
下
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
圧
倒
的
な
採

録
数
、
そ
し
て
戦
後
初
期
の
教
科
書
採
択
率
が
一
位
で
あ
っ
た
と
い
う
証
言
か
ら
、

三
省
堂
が
「
城
の
崎
に
て
」
を
戦
後
の
〈
定
番
教
材
〉
へ
と
押
し
上
げ
た
大
き
な

力
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
た
め
、
本
論
で
は
三
省
堂
発
行
教
科
書
を
検

討
す
る
。
な
お
、
使
用
す
る
戦
後
初
期
に
発
行
さ
れ
た
教
科
書
は
『
新
国
語
』
系

統
が
三
冊
、
『
高
等
国
語
』
系
統
が
三
冊
の
計
六
冊
で
あ
る
。 

 

前
述
の
通
り
、
戦
後
初
期
の
三
省
堂
は
『
新
国
語
』
系
統
と
『
高
等
国
語
』
系

統
の
教
科
書
を
発
行
し
て
い
た
。
同
じ
三
省
堂
の
教
科
書
と
は
言
っ
て
も
編
者
が

全
く
異
な
る
た
め
、
た
だ
発
行
年
順
に
比
較
を
し
て
い
っ
て
も
共
通
点
や
相
違
点

を
見
出
し
難
い
。
故
に
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
毎
に
特
徴
を
洗
い
出
す
こ
と

と
す
る
。 

 

ま
ず
、
『
新
国
語
』
系
統
で
は
『
新
国
語 

わ
れ
ら
の
読
書
一
』
（
昭
和
二
五
年

使
用
開
始
）
、『
新
国
語
（
改
訂
版
）
文
学
三
』（
昭
和
二
七
年
使
用
開
始
）
、『
新
国

語
（
三
訂
版
）
文
学
三
』
（
昭
和
三
〇
年
使
用
開
始
）
の
三
冊
に
「
城
の
崎
に
て
」

を
採
録
し
て
い
る
。
実
際
に
、『
新
国
語
』
系
統
の
教
科
書
に
付
せ
ら
れ
た
〈
手
引

き
〉
を
見
て
み
よ
う
。

（
１
６
） 
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『
新
国
語 

わ
れ
ら
の
読
書
一
』
の 

〈
手
引
き
〉 

（
１
）
こ
の
主
人
公
の
「
死
」
に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
。 

（
２
）
な
ぜ
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
。 

（
３
）
そ
れ
は
ど
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
か
。 

（
４
）
そ
れ
は
ど
う
い
う
態
度
で
書
か
れ
て
い
る
か
。 

（
５
）
こ
の
作
品
の
、
描
写
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
を
あ
げ
よ
。 

（
６
）
作
家
の
個
性
が
、
ど
う
い
う
点
に
現
わ
れ
て
い
る
か
。 

（
７
）
こ
の
作
家
は
ど
う
い
う
作
家
か
。
他
の
い
ろ
〳
〵
な
作
品
も
読
ん
で
話
し

あ
お
う
。 

 

『
新
国
語
（
三
訂
版
）
文
学
三
』
の
〈
手
引
き
〉 

（
１
）
「
死
」
を
身
近
に
経
験
し
た
主
人
公
は
、
「
は
ち
」
「
ね
ず
み
」
「
い
も
り
」

の
死
に
出
会
っ
て
、
自
分
の
「
死
」
に
対
す
る
態
度
を
、
ど
ん
な
に
確
か

め
て
い
っ
た
か
。 

（
２
）
こ
の
作
者
の
自
然
や
人
間
に
対
す
る
、
冷
た
い
、
酷
な
ま
で
に
き
び
し
い

態
度
は
ど
ん
な
点
に
う
か
が
わ
れ
る
か
。 

（
３
）
こ
の
作
品
の
描
写
や
説
明
の
す
ぐ
れ
て
い
る
箇
所
を
指
摘
せ
よ
。 

（
４
）
私
小
説
の
特
質
を
考
え
て
み
よ
。 

  

戦
後
初
期
に
三
省
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
教
科
書
に
お
け
る
「
城
の
崎
に
て
」
の

〈
手
引
き
〉
は
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
①
本
文
の
内
容
確
認
／
②
主
題
・
構
成
の

把
握
／
③
描
写
・
表
現
の
確
認
／
④
作
者
へ
の
言
及
／
⑤
他
作
品
と
の
比
較
／
⑥

文
学
史
と
の
接
続
の
六
パ
タ
ー
ン
に
分
類
さ
れ
る
。 

〈
手
引
き
〉
の
分
類
の
中
で
、
①
本
文
の
内
容
確
認
と
②
主
題
・
構
成
の
把
握

は
、〈
手
引
き
〉
が
持
つ
「
学
習
者
が
そ
の
教
材
文
を
た
だ
漠
然
と
読
む
」
こ
と
を

防
止
す
る
と
い
う
性
格
か
ら
、
設
定
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
確
認
さ
れ
る
内
容
と
は
、
主
人
公
（
も
し
く
は
志
賀
直
哉
）
の
死
生
観
で
あ

る
。『
新
国
語
』
系
統
の
教
科
書
で
は
「
こ
の
主
人
公
の
「
死
」
に
対
す
る
考
え
方

は
ど
う
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
」
（
『
新
国
語 

わ
れ
ら
の

読
書
一
』
）
や
「
自
分
の
「
死
」
に
対
す
る
態
度
を
、
ど
ん
な
に
確
か
め
て
い
っ
た

か
」（
『
新
国
語
（
三
訂
版
）
文
学
三
』
）
と
、
直
接
的
に
「
死
」
を
提
示
す
る
。
後

に
確
認
す
る
『
高
等
国
語
』
系
統
で
も
表
現
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
同
様
の
内
容

の
〈
手
引
き
〉
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
主
人
公
（
も
し
く
は
志

賀
直
哉
）
の
死
生
観
こ
そ
が
、「
城
の
崎
に
て
」
読
解
の
土
台
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。 

ま
た
、
直
接
②
主
題
・
構
成
の
把
握
を
求
め
る
〈
手
引
き
〉
は
『
新
国
語
』
系

統
に
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
「
「
死
」
を
身
近
に
経
験
し
た
主
人
公
は
、

「
は
ち
」
「
ね
ず
み
」
「
い
も
り
」
の
死
に
出
会
っ
て
、
自
分
の
「
死
」
に
対
す
る

態
度
を
、
ど
ん
な
に
確
か
め
て
い
っ
た
か
」（
『
新
国
語
（
三
訂
版
）
文
学
三
』
）
の

よ
う
に
、
主
人
公
（
志
賀
直
哉
）
の
死
生
観
を
段
階
的
に
確
認
さ
せ
る
〈
手
引
き
〉

は
、
①
本
文
の
内
容
確
認
で
あ
る
と
同
時
に
、
②
主
題
・
構
成
の
把
握
で
も
あ
る

と
言
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
①
本
文
の
内
容
確
認
と
②
主
題
・
構
成
の
把
握
と
い

う
〈
手
引
き
〉
は
、
「
城
の
崎
に
て
」
に
特
徴
的
な
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

他
の
作
品
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、「
城
の
崎
に
て
」
に
特
徴
的
な
〈
手
引
き
〉
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。
そ
の
一
つ
が
③
描
写
・
表
現
の
確
認
で
あ
る
。「
こ
の
作
品
の
、
描

写
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
を
あ
げ
よ
」
（
『
新
国
語 

わ
れ
ら
の
読
書
一
』
）
や
、
「
こ
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の
作
品
の
描
写
や
説
明
の
す
ぐ
れ
て
い
る
箇
所
を
指
摘
せ
よ
」
（
『
新
国
語
（
三
訂

版
）
文
学
三
』
）
と
い
う
項
目
に
表
れ
て
い
る
通
り
、『
新
国
語
』
系
統
で
は
、「
城

の
崎
に
て
」
の
表
現
を
「
す
ぐ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
〈
手
引
き
〉
は
、
学
習
者
が
「
城
の
崎
に
て
」
の
描
写
を
「
す
ぐ
れ
て
い
な
い
」

と
評
価
す
る
こ
と
を
拒
み
、
一
定
の
評
価
枠
の
中
で
の
読
み
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
い
う
「
す
ぐ
れ
た
」
描
写
と
は
、
他
の
ど

の
作
家
で
も
な
く
、
志
賀
直
哉
の
「
す
ぐ
れ
た
」
描
写
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
要
す
る
に
、
志
賀
に
特
徴
的
で
「
す
ぐ
れ
た
」
描
写
を
学
ば
せ
る
た
め
の
〈
手

引
き
〉
な
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
学
習
者
が
発
見
す
る
課
題
と
さ
れ
た
志
賀
の
「
す
ぐ
れ
た
」
描
写
と
は
、

ど
の
よ
う
な
描
写
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。〈
手
引
き
〉
以
外
に
付
さ

れ
た
「
城
の
崎
に
て
」
の
外
部
情
報
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。
次
に
あ
げ
る
の
は
『
新

国
語 

わ
れ
ら
の
読
書
一
』
の
〈
作
家
情
報
〉
で
あ
る
。 

 

志
賀
直
哉
（1883

―
）
小
説
家
。
東
京
都
出
身
。
学
習
院
卒
業
、
東
大
英
文

科
中
退
。「
白
樺
」
の
最
初
か
ら
の
同
人
。
内
村
鑑
三
に
私
淑
し
た
。
人
間
性

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
愛
情
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
し
た
観
照
、
簡
潔
を
極

め
た
文
体
な
ど
は
、
全
く
独
自
の
も
の
で
あ
る
。（
略
）
氏
は
こ
の
作
品
に
つ

い
て
「
『
城
の
崎
に
て
』
は
事
実
あ
り
の
ま
ゝ
の
小
説
で
あ
る
。
ね
ず
み
の
死
、

は
ち
の
死
、
い
も
り
の
死
み
な
そ
の
時
数
日
間
に
実
際
目
撃
し
た
こ
と
が
ら

だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
受
け
た
感
じ
は
、
す
な
お
に
か
つ
正
直
に
書
け

た
つ
も
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
心
境
小
説
と
い
う
も
の
で
も
、
余
裕
か
ら
生

ま
れ
た
心
理
で
は
な
か
っ
た
。
（
創
作
余
談
）
」
と
言
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十

四
年
文
化
勲
章
を
受
け
た
。 

 

志
賀
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
た
後
に
、「
人
間
性
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
愛

情
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
し
た
観
照
、
簡
潔
を
極
め
た
文
体
な
ど
は
、
全
く
独
自
の

も
の
で
あ
る
」
と
の
一
文
が
あ
り
、
更
に
「
『
城
の
崎
に
て
』
は
事
実
あ
り
の
ま
ゝ

の
小
説
で
あ
る
」
と
志
賀
自
身
が
書
い
た
自
作
解
説
「
創
作
余
談
」
（
『
改
造
』
昭

和
三
年
七
月
）
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
作
品
本
文
や
〈
手
引
き
〉
と
並
べ
て
提

示
さ
れ
た
〈
作
家
情
報
〉
に
は
、
教
科
書
編
者
が
抱
く
〈
志
賀
直
哉
像
〉
が
反
映

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
学
習
者
が
獲
得
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
〈
志

賀
直
哉
像
〉
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
「
リ
ア
リ
ズ
ム
に

徹
し
た
観
照
」
や
「
簡
潔
を
極
め
た
文
体
」
と
い
う
「
描
写
」
に
関
す
る
項
目
が
、

志
賀
直
哉
独
自
の
「
す
ば
ら
し
い
」
描
写
の
条
件
な
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
ど
こ
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
と
、

前
述
の
通
り
、
菊
池
寛
に
端
を
な
す
「
志
賀
に
対
す
る
「
正
確
」
と
い
う
評
価
」

（
１
７
）

に
由
来
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。「
リ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
し
た
観
照
」
は
、
菊
池
の
「
此

の
澄
み
切
っ
た
観
照
は
志
賀
氏
が
真
の
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
一
つ
の
有
力
な
証
拠
」

と
い
う
表
現
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
観
照
」
と
い
う
語
が
一
致
し
て
い
る
点
、

「
リ
ア
リ
ズ
ム
」「
リ
ア
リ
ス
ト
」
と
い
っ
た
同
義
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
か
ら

確
実
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
「
簡
潔
を
極
め
た
文
体
」
と
い
う
表
現
は
、
「
何
の
文

句
一
つ
も
抜
い
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
如
何
な
る
文
句
を
加
え
て
も
蛇
足
に
な
る

よ
う
な
完
全
し
た
表
現
で
あ
る
」
と
い
う
菊
池
や
、「
出
来
る
だ
け
無
駄
を
切
り
捨

て
ゝ
、
不
必
要
な
言
葉
を
省
い
て
あ
る
」「
簡
に
し
て
要
を
得
て
ゐ
る
」
と
述
べ
た

谷
崎
の
評
価
に
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

勿
論
、〈
作
家
情
報
〉
は
「
城
の
崎
に
て
」
の
み
の
情
報
を
提
示
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
の
で
、
主
人
公
と
小
動
物
に
焦
点
を
当
て
た
「
城
の
崎
に
て
」
に
は
合
致
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し
な
い
「
人
間
性
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
愛
情
」
と
の
記
述
も
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
評
価
も
「
城
の
崎
に
て
」
の
同
時
代
評
に
現
れ
た
表
現
と
類
似
し
て
い
る
。

広
津
和
郎
は
「
城
の
崎
に
て
」
を
「
東
洋
的
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
「
文
壇
新
人

論
４ 

志
賀
直
哉
論
」
の
中
で
、
「
氏
は
正
し
き
も
の
の
心
を
愛
す
る
と
同
時
に
、

正
し
か
ら
ざ
る
も
の
の
心
に
向
っ
て
も
、
深
い
理
解
を
持
っ
て
い
る
。
」
と
も
述
べ

た
。
広
津
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
心
」
に
対
す
る
「
愛
情
」
や
「
理
解
」
と
い
う
の

は
、「
人
間
性
」
に
対
す
る
「
愛
情
」
や
「
理
解
」
と
同
義
で
あ
る
。
し
か
も
、「
正

し
き
も
の
の
心
を
愛
す
る
」
の
み
な
ら
ず
「
正
し
か
ら
ざ
る
も
の
の
心
」
に
対
し

て
も
「
理
解
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
「
人
間
性
」
に
対

し
て
も
「
正
し
い
理
解
と
愛
情
」
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の

比
較
か
ら
、
学
習
者
へ
押
し
つ
け
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
評
価
の
背

景
に
あ
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
、「
城
の
崎
に
て
」
の
同
時
代
評
だ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。 

更
に
同
時
代
評
と
関
係
す
る
こ
と
と
し
て
、
④
作
者
へ
の
言
及
⑤
他
作
品
と
の

比
較
と
い
う
〈
手
引
き
〉
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

主
に
『
新
国
語
』
系
統
で
は
④
作
者
へ
の
言
及
が
、『
高
等
国
語
』
系
統
で
は
⑤
他

作
品
と
の
比
較
を
薦
め
る
〈
手
引
き
〉
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
編
集
委
員
に
よ
る
差

異
が
現
れ
た
結
果
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
最
終
的
に
学
習
者
に
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
が
「
（
他
作
家
と
比
較
し
て
）
志
賀
直
哉
の
独
自
性
を
掴
む
こ
と
」
で
あ
る

と
い
う
点
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
④
作
者
へ
の
言
及
で
は
、「
作
家
の
個
性
が
、

ど
う
い
う
点
に
現
わ
れ
て
い
る
か
」「
こ
の
作
家
は
ど
う
い
う
作
家
か
。
他
の
い
ろ

〳
〵
な
作
品
も
読
ん
で
話
し
あ
お
う
」（
『
新
国
語 

わ
れ
ら
の
読
書
一
』
）
と
、「
作

家
の
個
性
」
や
「
ど
う
い
う
作
家
か
」
と
い
う
言
葉
で
、「
城
の
崎
に
て
」
で
は
な

く
、
作
家
で
あ
る
志
賀
直
哉
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
狙
い
が

明
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
⑥
文
学
史
と
の
接
続
に
属
す
る
〈
手
引
き
〉
は
『
新
国
語
（
三
訂
版
）

文
学
三
』
に
の
み
「
私
小
説
の
特
質
を
考
え
て
み
よ
」
と
の
形
で
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
作
品
鑑
賞
と
文
学
史
と
の
接
続
を
求
め
始
め
る
の
は
『
新
国

語
（
改
訂
版
）
文
学
三
』
か
ら
だ
が
、
森
鷗
外
の
「
寒
山
拾
得
」
と
梶
井
基
次
郎

の
「
レ
モ
ン

マ

マ

」
が
同
時
に
採
録
さ
れ
た
同
書
で
は
「
私
小
説
」
に
つ
い
て
の
学
習

は
「
レ
モ
ン
」
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
「
城
の
崎
に
て
」
に
求
め
ら
れ
た
の

は
、
④
作
者
へ
の
言
及
に
属
す
る
志
賀
直
哉
に
関
し
て
の
広
範
な
学
習
で
あ
っ
た
。

し
か
し
『
新
国
語
（
三
訂
版
）
文
学
三
』
へ
と
改
訂
さ
れ
た
際
に
「
寒
山
拾
得
」

や
「
レ
モ
ン
」
が
消
え
、
日
本
近
代
文
学
作
品
は
「
城
の
崎
に
て
」
の
み
と
な
っ

た
こ
と
で
「
私
小
説
」
に
関
す
る
学
習
が
「
城
の
崎
に
て
」
に
移
行
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
作
者
で
あ
る
志
賀
に
関
す
る
学
習
は
「
こ
の
作
者
の
自
然
や
人
間
に
対
す

る
、
冷
た
い
、
酷
な
ま
で
に
き
び
し
い
態
度
は
ど
ん
な
点
に
う
か
が
わ
れ
る
か
」

と
い
う
、
教
科
書
編
者
が
厳
選
し
た
一
点
に
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
察
す

る
。 

 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
戦
後
初
期
の
『
新
国
語
』
系
統
の
教
科
書
で
は
、「
死
」

と
い
う
語
を
明
示
し
て
作
品
の
内
容
や
主
題
を
把
握
さ
せ
る
こ
と
や
、「
城
の
崎
に

て
」
の
描
写
を
「
す
ぐ
れ
た
」
も
の
だ
と
規
定
す
る
〈
手
引
き
〉
に
特
徴
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
教
科
書
編
者
の
意
図
が
見
え
隠
れ
す
る
〈
作
家
情
報
〉
も
併
せ
考
え

る
と
、『
新
国
語
』
系
統
教
科
書
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
菊
池
寛
や
谷
崎
潤
一
郎
ら

の
同
時
代
評
に
代
表
さ
れ
る
「
志
賀
に
対
す
る
「
正
確
」
と
い
う
評
価
」
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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三
、
『
高
等
国
語
』
系
統
教
科
書
に
見
ら
れ
る
特
徴 

  

『
高
等
国
語
』
系
統
で
は
、
『
高
等
国
語
（
改
訂
版
）
二
上
』
（
昭
和
二
八
年
使

用
開
始
）
、『
高
等
国
語
（
三
訂
版
）
二
下
』（
昭
和
三
一
年
使
用
開
始
）
、『
高
等
国

語
（
四
訂
版
）
二
』（
昭
和
三
四
年
使
用
開
始
）
の
三
冊
に
「
城
の
崎
に
て
」
が
採

録
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
『
高
等
国
語
』
の
〈
手
引
き
〉
を
見
て
み
よ
う
。

（
１
８
） 

 

『
高
等
国
語
（
改
訂
版
）
二
上
』
の
〈
手
引
き
〉 

（
一
）
「
今
ご
ろ
は
青
山
の
土
の
下
に
、
あ
お
む
け
に
な
っ
て
寝
て
い
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。 

（
二
）
は
ち
の
死
を
述
べ
た
と
こ
ろ
に
、「
そ
れ
に
し
ろ
、
そ
れ
は
、
い
か
に
も
静

か
で
あ
っ
た
。
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
静
か
な
感
じ
を
与
え
た
の
か
。 

（
三
）
観
察
の
細
か
さ
、
表
現
の
確
か
さ
を
指
摘
せ
よ
。 

（
四
）
擬
声
語
・
擬
態
語
を
拾
い
出
し
、
そ
の
的
確
な
表
現
を
味
わ
え
。 

（
五
）
主
題
・
構
成
を
述
べ
よ
。 

（
六
）
で
き
た
ら
島
木
健
作
の
「
赤
が
え
る
」
を
読
み
、「
城
の
崎
に
て
」
と
対
比

し
て
感
想
を
述
べ
よ
。 

 

『
高
等
国
語
（
四
訂
版
）
二
』
の
〈
手
引
き
〉 

［
研
究
の
手
引
き
］ 

（
一
）
は
ち
の
死
を
述
べ
た
所
に
、「
そ
れ
に
し
ろ
、
そ
れ
は
い
か
に
も
静
か
で
あ

っ
た
。
」
と
あ
る
が
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
静
か
な
感
じ
を
与
え
た
の
か
。 

（
二
）
細
か
な
観
察
が
よ
く
生
か
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
指
摘
せ
よ
。 

（
三
）
擬
声
語
・
擬
態
語
を
拾
い
出
し
、
そ
の
的
確
な
表
現
を
味
わ
え
。 

（
四
）
〔
参
考
〕
を
あ
わ
せ
読
ん
で
、
こ
の
作
品
の
主
題
・
構
想
を
考
え
よ
。 

［
こ
と
ば
の
研
究
］
（
略
） 

 

ま
ず
は
『
新
国
語
』
系
統
と
同
様
に
①
本
文
の
内
容
確
認
と
②
主
題
・
構
成
の

把
握
に
属
し
た
〈
手
引
き
〉
か
ら
検
討
す
る
。
『
高
等
国
語
』
系
統
で
は
、
「
は
ち

の
死
を
述
べ
た
と
こ
ろ
に
、「
そ
れ
に
し
ろ
、
そ
れ
は
、
い
か
に
も
静
か
で
あ
っ
た
。
」

と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
静
か
な
感
じ
を
与
え
た
の
か
」
（
『
高
等
国
語
（
改
訂

版
）
二
上
』
）
と
本
文
の
表
現
に
注
目
さ
せ
、
「
静
か
」
と
い
う
語
句
か
ら
主
人
公

（
も
し
く
は
志
賀
直
哉
）
の
死
生
観
を
読
み
解
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は

『
新
国
語
』
系
統
の
教
科
書
に
も
見
ら
れ
た
谷
崎
の
「
文
章
読
本
」
を
参
考
に
し

た
〈
手
引
き
〉
だ
と
言
え
る
が
、「
死
」
と
い
う
語
句
を
直
接
提
示
し
て
い
な
い
点

で
、
『
新
国
語
』
系
統
よ
り
も
婉
曲
的
で
あ
る
。 

と
は
言
え
、
主
人
公
（
も
し
く
は
志
賀
直
哉
）
の
死
生
観
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

る
と
い
う
目
的
は
同
様
で
あ
り
、
教
科
書
編
者
が
異
な
っ
て
も
学
習
者
に
読
み
取

ら
せ
た
い
要
点
は
変
化
し
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
高
等
国
語
（
改
訂

版
）
二
上
』
と
『
高
等
国
語
（
三
訂
版
）
二
下
』
で
は
、「
主
題
・
構
成
を
述
べ
よ
」

（
『
高
等
国
語
（
改
訂
版
）
二
上
』
）
の
よ
う
に
②
主
題
・
構
成
の
把
握
を
求
め
る

〈
手
引
き
〉
も
設
定
さ
れ
た
が
、『
新
国
語
』
系
統
の
よ
う
な
段
階
を
追
っ
て
考
え

さ
せ
る
〈
手
引
き
〉
が
無
い
た
め
、
学
習
者
が
自
ら
読
み
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
点

は
同
時
期
の
『
新
国
語
』
系
統
に
比
し
て
多
い
。
し
か
し
、『
高
等
国
語
（
四
訂
版
）

二
』
に
な
る
と
、「
死
」
の
テ
ー
マ
が
形
を
変
え
て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
伊
藤
整
の
「
「
城
の
崎
に
て
」
の
芸
術
性
」

（
１
９
）

が
〈
参
考
教
材
〉
と
し
て
並
べ
ら
れ

る
。〈
参
考
教
材
〉
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
し
く
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
〔
参
考
〕

を
あ
わ
せ
読
ん
で
、
こ
の
作
品
の
主
題
・
構
想
を
考
え
よ
」
と
の
〈
手
引
き
〉
も
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付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
②
主
題
・
構
想
の
把
握
は
易
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
③
描
写
・
表
現
の
確
認
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。『
高
等
国
語
』
系
統
の

教
科
書
は
、
こ
の
③
描
写
・
表
現
の
確
認
に
特
に
力
を
入
れ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
『
高
等
国
語
（
四
訂
版
）
二
』
で
は
従
来
の
〈
手
引
き
〉
に
加
え
、
［
こ
と

ば
の
研
究
］
と
い
う
言
葉
や
文
法
に
特
化
し
た
〈
手
引
き
〉
が
設
定
さ
れ
た
点
に

顕
著
で
あ
る
。
本
論
で
は
そ
の
内
容
を
引
用
し
て
い
な
い
が
、
作
中
に
現
れ
る
助

詞
や
語
順
な
ど
に
注
目
し
た
［
こ
と
ば
の
研
究
］
は
、
こ
の
後
広
島
・
東
京
合
同

で
編
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
『
現
代
国
語
』
の
教
科
書
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ

た
。
こ
こ
で
は
「
城
の
崎
に
て
」
に
独
特
な
言
い
回
し
や
「
普
通
に
は
」
使
わ
な

い
語
順
、
細
か
い
表
現
な
ど
を
列
挙
し
、
学
習
者
に
引
っ
か
か
り
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
が
狙
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
直
接
作
品
の
読
解
に
関
わ
る
〈
手
引
き
〉

と
は
考
え
が
た
く
、
学
習
者
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
従
来
の
〈
手
引
き
〉
は
、

［
研
究
の
手
引
き
］
に
全
面
的
に
受
け
継
が
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

『
高
等
国
語
』
系
統
で
は
、［
研
究
の
手
引
き
］
へ
と
繋
が
る
〈
手
引
き
〉
の
中

で
も
③
描
写
・
表
現
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
観
察
の
細
か
さ
、
表
現

の
確
か
さ
を
指
摘
せ
よ
」「
擬
声
語
・
擬
態
語
を
拾
い
出
し
、
そ
の
的
確
な
表
現
を

味
わ
え
」（
『
高
等
国
語
（
改
訂
版
）
二
上
』
）
と
い
っ
た
、
菊
池
寛
や
谷
崎
潤
一
郎

の
評
価
に
依
拠
し
た
〈
手
引
き
〉
に
現
れ
て
い
る
。『
新
国
語
』
系
統
で
は
「
す
ぐ

れ
た
」
描
写
と
し
か
記
さ
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
描
写
が
「
す
ぐ
れ
て
い
る
」
の
か

は
〈
作
家
情
報
〉
を
読
み
解
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
高
等
国
語
』
系

統
で
は
、
「
城
の
崎
に
て
」
か
ら
抽
出
す
べ
き
表
現
が
「
細
か
」
な
「
観
察
」
や
、

「
確
か
」
な
「
表
現
」
、
も
し
く
は
「
擬
声
語
・
擬
態
語
」
と
い
っ
た
「
的
確
な
表

現
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。〈
参
考
教
材
〉

で
も
、
③
描
写
・
表
現
の
確
認
の
補
助
と
な
る
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。 〈

参
考
教
材
〉
と
は
、
作
品
の
鑑
賞
文
や
作
家
の
伝
記
の
よ
う
に
、
学
習
者
の

作
品
読
解
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
文
章
を
指
し
、
現
在
で
も
度
々
付
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
三
省
堂
発
行
の
戦
後
初
期
教
科
書
に
お
け
る
「
城
の
崎
に
て
」
の
〈
参

考
教
材
〉
は
『
新
国
語
』
系
統
の
教
科
書
や
、
広
島
と
東
京
合
同
で
編
修
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
の
教
科
書
に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、『
高
等
国
語
』
系
統
の
最
大

の
特
徴
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

『
高
等
国
語
（
改
訂
版
）
二
上
』
と
『
高
等
国
語
（
三
訂
版
）
二
下
』
で
は
、

「
「
城
の
崎
に
て
」
の
鑑
賞
」
と
題
し
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
芥

川
龍
之
介
・
菊
池
寛
・
谷
崎
潤
一
郎
ら
は
「
城
の
崎
に
て
」
を
、
志
賀
直
哉
の
作

品
中
、
最
高
の
も
の
と
し
て
い
る
」
と
の
前
書
き
に
続
け
て
、「
は
ち
の
死
を
述
べ

た
と
こ
ろ
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
谷
崎
潤
一
郎
「
文
章
読
本
」
と
、「
い
も
り
の
死

を
書
い
た
と
こ
ろ
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
菊
池
寛
「
志
賀
直
哉
氏
の
作
品
」
の
抄

録
（
本
論
の
一
で
引
用
し
た
箇
所
と
ほ
ぼ
同
様
の
箇
所
）
が
並
ぶ
。
そ
し
て
「
右

の
引
用
文
を
吟
味
す
る
と
と
も
に
、
「
城
の
崎
に
て
」
を
も
う
一
度
読
み
返
し
て
、

そ
の
表
現
の
確
か
さ
を
よ
く
味
わ
っ
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
締
め
ら
れ
て
い

る
。
教
科
書
編
者
の
意
図
が
透
け
て
見
え
る
「
表
現
の
確
か
さ
」
と
い
う
表
現
は
、

前
に
確
認
し
た
〈
手
引
き
〉
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
新
国
語
』
系
統
の
「
す

ぐ
れ
た
」
描
写
と
同
じ
く
、
学
習
者
が
志
賀
直
哉
の
表
現
は
「
確
か
」
で
は
な
い

と
思
考
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
ま
た
、〈
参
考
教
材
〉
の
提
示
に
よ
っ
て
、
一
層
画

一
的
な
解
釈
へ
導
こ
う
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、『
高
等
国
語
（
四
訂
版
）
二
』
に
は
、
前
に
確
認
し
た
通
り
、
伊
藤
整
の

「
「
城
の
崎
に
て
」
の
芸
術
性
」
が
〈
参
考
教
材
〉
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
「
城
の
崎
に
て
」
が
「
特
定
の
構
成
の
あ
る
作
品
で
、
完
成
し
た
形
式
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美
を
持
っ
て
」
い
る
こ
と
。
そ
し
て
「
こ
の
作
品
は
、
わ
れ
〳
〵
が
自
分
の
目
で

見
る
よ
う
な
、
切
実
な
実
在
感
を
与
え
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
わ
れ
〳
〵
は
そ

う
い
う
も
の
に
つ
ら
れ
て
読
ん
で
ゆ
く
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
話
を
理
解
し
て
ゆ

く
う
ち
に
、
わ
れ
〳
〵
は
、
人
間
の
生
き
て
い
る
こ
と
死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
理
解

し
た
、
と
い
う
感
動
を
受
け
る
。
そ
の
感
動
が
、
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
各
部
に

あ
っ
て
互
に
照
応
し
合
い
、
調
和
あ
る
全
体
を
形
成
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
所
で

引
用
が
終
わ
る
。
こ
の
「
「
城
の
崎
に
て
」
の
芸
術
性
」
は
、
②
主
題
・
構
成
の
把

握
を
求
め
る
〈
手
引
き
〉
と
連
関
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
③
描
写
・
表
現

の
確
認
と
の
関
わ
り
は
比
較
的
薄
い
。
だ
が
、
以
下
の
よ
う
な
「
描
写
」
に
関
す

る
記
述
も
あ
る
。 

 

「
城
の
崎
に
て
」
を
見
れ
ば
、
そ
の
各
部
分
に
お
い
て
は
、
は
ち
の
触
覚
の

あ
り
さ
ま
、
足
の
縮
め
方
、
い
も
り
の
死
ん
で
ゆ
く
時
の
足
の
指
の
ま
く
れ

こ
み
方
、
そ
の
し
っ
ぽ
の
動
き
、
そ
れ
か
ら
ね
ず
み
の
首
の
上
下
に
く
し
が

出
て
い
る
あ
り
さ
ま
や
、
あ
ひ
る
が
き
ょ
ろ
〳
〵
と
あ
た
り
を
見
回
し
た
り
。

石
が
ス
ポ
ッ
、
ス
ポ
ッ
と
水
の
中
に
落
ち
て
ゆ
く
形
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

描
い
て
い
る
点
で
は
、
こ
の
作
品
は
、
わ
れ
〳
〵
が
自
分
の
目
で
見
る
よ
う

な
、
切
実
な
実
在
感
を
与
え
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。 

 

小
動
物
や
自
然
の
描
写
を
指
し
て
、
「
わ
れ
〳
〵
が
自
分
の
目
で
見
る
よ
う
な
、

切
実
な
実
在
感
を
与
え
る
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
伊
藤
の
言
は
、
菊
池
や
谷
崎

と
同
じ
く
、
「
城
の
崎
に
て
」
の
表
現
の
「
確
か
」
さ
を
学
習
者
に
伝
え
て
い
る
。

「
私
」
で
は
な
く
読
み
手
を
も
巻
き
込
む
「
わ
れ
〳
〵
」
と
い
う
一
人
称
を
用
い

て
い
る
点
で
は
、
菊
池
ら
の
評
価
よ
り
も
更
に
、
学
習
者
の
解
釈
を
矯
正
し
て
い

る
〈
参
考
教
材
〉
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
高
等
国
語
』

系
統
で
〈
手
引
き
〉
と
〈
参
考
教
材
〉
と
い
う
二
重
の
装
置
を
仕
掛
け
、「
城
の
崎

に
て
」
の
表
現
や
描
写
の
価
値
、
ま
た
は
構
成
の
解
釈
を
学
習
者
に
提
示
し
て
い

た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
⑤
他
作
品
と
の
比
較
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。『
高
等
国
語
』
に
は
「
で

き
た
ら
島
木
健
作
の
「
赤
が
え
る
」
を
読
み
、「
城
の
崎
に
て
」
と
対
比
し
て
感
想

を
述
べ
よ
」（
『
高
等
国
語
（
改
訂
版
）
二
上
』）
と
の
〈
手
引
き
〉
が
あ
る
。
一
見

「
赤
が
え
る
」
と
「
城
の
崎
に
て
」
の
比
較
を
薦
め
て
い
る
だ
け
だ
が
、
「
対
比
」

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
「
城
の
崎
に
て
」
の
独
自
性
を
見
出
す
こ
と
を
求

め
て
設
定
さ
れ
た
〈
手
引
き
〉
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、『
高
等
国
語
』
系
統
に
は
〈
参

考
教
材
〉
も
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
城
の
崎
に
て
」
の
独
自
性
を
そ
の
ま
ま
志
賀

直
哉
の
独
自
性
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
可
能
性
も
、
決
し
て
低
く
は
な
い
。 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、『
高
等
国
語
』
系
統
は
『
新
国
語
』
系
統
と
比
較
し

て
、「
表
現
」
や
「
描
写
」
を
読
み
取
ら
せ
る
と
い
う
点
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
主

人
公
（
も
し
く
は
志
賀
直
哉
）
の
死
生
観
を
考
え
る
際
に
「
静
か
」
と
い
う
語
句

か
ら
婉
曲
的
に
思
考
さ
せ
た
り
、
「
的
確
な
表
現
」
と
し
て
「
擬
態
語
・
擬
声
語
」

を
「
拾
い
出
」
さ
せ
た
り
、
も
し
く
は
〈
参
考
教
材
〉
を
通
し
て
、「
城
の
崎
に
て
」

の
表
現
の
「
確
か
」
さ
を
提
示
し
た
り
と
、
国
語
学
者
の
金
田
一
京
助
の
編
集
意

図
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
『
新
国
語
』
系
統
と
ほ

ぼ
同
様
の
同
時
代
評
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
、
両
系
統
が
「
城
の
崎
に
て
」
に

求
め
た
教
材
と
し
て
の
価
値
は
然
程
変
わ
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。 
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四
、
再
現
さ
れ
た
声
、
捨
象
さ
れ
た
声 

  

『
新
国
語
』
系
統
と
『
高
等
国
語
』
系
統
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
を
通
し
て
、
教

科
書
の
中
に
再
現
さ
れ
た
同
時
代
評
は
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
。
繰
り
返
し
と
な

る
が
、
菊
池
寛
の
「
志
賀
直
哉
氏
の
作
品
」
や
谷
崎
潤
一
郎
の
「
文
章
読
本
」
は
、

〈
手
引
き
〉
や
〈
作
家
情
報
〉
に
反
映
さ
れ
た
表
現
、
鑑
賞
文
と
し
て
〈
参
考
教

材
〉
に
選
択
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
両
系
統
の
教
科
書
編
者
か
ら
強
く
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

更
に
言
え
ば
、
「
城
の
崎
に
て
」
の
「
描
写
」
や
「
表
現
」
、
も
の
の
「
観
照
」

に
対
す
る
「
正
確
」
と
い
う
評
価
を
、
そ
の
ま
ま
志
賀
文
学
全
体
を
通
し
て
の
性

質
と
し
て
拡
大
し
、「
作
者
の
個
性
」
と
位
置
付
け
て
い
る
〈
手
引
き
〉
も
見
ら
れ

た
。
学
習
者
は
眼
前
に
示
さ
れ
た
「
城
の
崎
に
て
」
の
本
文
を
読
み
取
る
だ
け
な

の
だ
が
、〈
手
引
き
〉
や
〈
作
家
情
報
〉
に
よ
っ
て
、
本
文
の
奥
に
作
家
・
志
賀
直

哉
が
透
け
て
見
え
る
編
集
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
同
時
代
評
の
中
で
も
、
そ
の
評
価
を
下
し
た
人
物
の
知
名
度
が
考
慮
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
『
高
等
国
語
』
の
〈
参
考
教
材
〉
に
お
い
て

本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
三
名
は
、
昭
和
二
五
年
頃
に
映
画
化
さ
れ
た
「
父
帰
る
」

や
「
真
珠
夫
人
」
の
原
作
者
で
あ
る
菊
池
寛
、
志
賀
と
同
じ
く
昭
和
二
四
年
に
文

化
勲
章
を
受
章
し
た
国
民
的
作
家
谷
崎
潤
一
郎
と
、
学
習
者
が
「
名
前
を
知
っ
て

い
る
」
可
能
性
の
高
い
作
家
た
ち
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昭
和
二
九
年

に
発
表
し
た
文
章
が
採
用
さ
れ
た
伊
藤
整
は
、
戦
後
の
国
語
教
科
書
に
度
々
登
場

す
る
作
家
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
知
名
度
こ
そ
が
〈
参
考
教
材
〉
の
権
威
を
高
め
、

ひ
い
て
は
「
城
の
崎
に
て
」
や
志
賀
直
哉
の
権
威
を
も
高
め
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。 

 

加
え
て
、
志
賀
の
自
作
解
説
で
あ
る
「
創
作
余
談
」
も
教
科
書
の
中
に
現
わ
れ

て
い
た
。
こ
の
「
創
作
余
談
」
は
「
作
品
と
作
者
と
を
強
力
に
結
び
つ
け
る
と
い

う
、
一
種
の
読
み
の
政
治
性
の
発
生
」

（
２
０
）

を
招
く
と
い
う
亀
井
千
明
の
指
摘
に
も
あ

る
よ
う
に
、「
城
の
崎
に
て
」
が
「
事
実
あ
り
の
ま
ゝ
の
小
説
」
で
あ
る
こ
と
を
他

の
誰
で
も
な
い
志
賀
自
身
の
言
説
を
以
て
示
し
、「
城
の
崎
に
て
」
の
事
実
性
を
動

か
ぬ
も
の
と
す
る
。
ま
た
、「
そ
れ
か
ら
受
け
た
感
じ
は
、
す
な
お
に
か
つ
正
直
に

書
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。
」
と
い
う
一
言
は
、
菊
池
ら
が
述
べ
た
「
城
の
崎
に
て
」

に
お
け
る
「
描
写
」
の
「
正
確
」
さ
を
、
作
者
の
言
を
以
て
完
成
さ
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
反
対
に
、
教
材
「
城
の
崎
に
て
」
に
は
現
れ
な
い
、
黙
殺
さ
れ
た
同

時
代
評
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
勝
本
清
一
郎
が
「
城
の
崎
に
て
」
の
構
造
を
「
底
の

浅
い
も
の
」
と
否
定
し
た
論
に
代
表
さ
れ
る
「
城
の
崎
に
て
」
や
志
賀
直
哉
の
こ

と
を
批
判
的
に
述
べ
た
評
価
で
あ
る
。
鈴
木
由
次

（
２
１
）

の
報
告
に
は
「
か
れ
ら
は
（
荒

木
注
：
志
賀
直
哉
の
作
品
を
）
お
も
し
ろ
く
な
い
と
は
思
い
な
が
ら
、
立
派
な
文

学
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
認
め
る
の
だ
。
」
と
、
無
条
件
に
「
立
派
な
文
学
」
と
し
て

受
け
入
れ
て
い
る
当
時
の
高
校
生
の
姿
が
見
ら
れ
る
が
、
戦
後
初
期
の
日
本
に
お

い
て
、「
小
説
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
、
文
化
勲
章
を
受
賞
し
た
志
賀
直
哉
は
ま
さ
に

国
民
的
な
作
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
志
賀
直
哉
の
作
品
を
、
国
家
の
力
が
働

く
教
科
書
の
中
で
否
定
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
作
品
選
定
を
否
定
す
る
の
み
な
ら

ず
、
学
習
者
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
た
め
、
教
科
書
と
い
う
媒
体
の
性
質
か
ら

鑑
み
て
当
然
の
措
置
で
あ
る
。 

そ
し
て
菊
池
寛
の
も
の
と
並
ん
で
「
城
の
崎
に
て
」
の
「
二
つ
の
大
き
な
批
評

の
傾
向
」

（
２
２
）

と
な
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
広
津
和
郎
に
端
を
な
す
「
城
の
崎
に
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て
」
に
「
東
洋
的
」
な
魅
力
を
見
出
す
評
価
も
、
戦
後
初
期
の
教
科
書
で
は
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。「
描
写
」
や
「
表
現
」
と
異
な
り
学
習
者
が
「
城
の
崎
に
て
」

の
テ
ク
ス
ト
か
ら
だ
け
で
は
導
き
出
せ
な
い
要
素
で
あ
る
点
や
、
何
を
以
て
「
東

洋
的
」
と
称
す
る
か
の
統
一
が
困
難
で
あ
る
点
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。 

 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
学
習
者
が
「
何
か
を
学
ぶ
と
い
う
意
図
を
も
っ

て
読
む
こ
と
」
を
期
待
し
、
編
集
さ
れ
た
戦
後
初
期
の
三
省
堂
発
行
教
科
書
で
は
、

「
城
の
崎
に
て
」
に
現
わ
れ
て
い
る
「
観
照
」
や
「
描
写
」
、
「
表
現
」
に
特
権
を

与
え
る
力
が
働
い
て
い
た
。
そ
し
て
テ
ク
ス
ト
内
部
か
ら
掬
い
上
げ
ら
れ
た
そ
の

評
価
を
、
作
家
・
志
賀
直
哉
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
、「
立
派
な
文
学
」
を
書
く
作
家

像
を
作
り
あ
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に
―
揺
れ
続
け
る
価
値 

 
 

最
後
に
、
戦
後
初
期
の
教
科
書
に
お
い
て
「
城
の
崎
に
て
」
に
求
め
ら
れ
た
教

材
と
し
て
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
こ
ま
で
見

て
き
た
〈
手
引
き
〉
や
〈
作
家
情
報
〉
、
〈
参
考
教
材
〉
の
他
に
、
教
師
用
指
導
書

の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
教
師
用
指
導
書
は
『
新
国
語 

わ
れ
ら
の
読

書
一
』
か
ら
既
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。
学
習
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
教

師
に
の
み
与
え
ら
れ
た
教
師
用
指
導
書
に
は
、
教
科
書
よ
り
も
遥
か
に
詳
細
な
〈
作

家
情
報
〉
や
、〈
手
引
き
〉
の
解
答
例
、
そ
し
て
教
材
の
価
値
が
最
も
現
れ
や
す
い

〈
学
習
目
標
〉
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
城
の
崎
に
て
」
に
つ
い
て
も
、
各
教
師

用
指
導
書
の
中
で
様
々
な
情
報
が
付
記
さ
れ
た
。
系
統
毎
に
見
て
み
よ
う
。 

 

『
新
国
語
』
系
統
の
一
冊
目
、『
新
国
語 

わ
れ
ら
の
読
書
一
』
で
は
「
文
学
単

元
や
言
語
単
元
と
い
う
一
義
的
な
も
の
に
よ
ら
ず
、
や
は
り
そ
れ
を
生
活
の
座
に

ほ
ど
よ
く
の
せ
」
、
「
広
い
意
味
の
人
間
完
成
を
目
標
」
と
し
た
「
個
性
の
光
」
と

い
う
〈
単
元
〉
に
「
城
の
崎
に
て
」
が
配
置
さ
れ
た
。
教
師
用
指
導
書
に
は
「
城

の
崎
に
て
」
の
〈
学
習
目
標
〉
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

 

以
上
の
様
な
色
々
な
世
界
（
注
：「
個
性
の
光
」
に
収
め
ら
れ
た
近
代
詩
や

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
原
作
な
ど
）
を
通
っ
て
我
々
は
、
性
格
・
感
覚
が
確
立
さ

れ
た
も
の
が
、
自
我
と
し
て
定
着
し
た
志
賀
の
名
作
「
城
の
崎
に
て
」
を
読

む
こ
と
に
よ
り
、
最
も
沈
潜
し
た
姿
に
於
て
、
志
賀
の
自
我
を
眺
め
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
自
分
の
個
性
に
思
い
を
致
す
事
に
し
た
い
。 

  

注
目
す
べ
き
は
「
志
賀
の
自
我
」
で
あ
り
、「
城
の
崎
に
て
」
は
そ
の
足
掛
か
り

で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
更
に
言
え
ば
、「
志
賀
の
自
我
を
眺
め
」

る
こ
と
す
ら
、「
自
分
の
個
性
に
思
い
を
致
す
」
た
め
の
き
っ
か
け
な
の
だ
。
佐
藤

泉
が
述
べ
る
よ
う
に
「
当
時
の
「
文
学
」
は
主
体
形
成
の
水
路
で
あ
り
、
つ
ま
り

文
学
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
文
学
で
は
な
」

（
２
３
）

か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
傾
向
は
長
く
続
か
な
い
。『
新
国
語
（
三
訂
版
）
文
学
三
』
で
は
「
城
の
崎
に
て
」

を
通
し
て
「
志
賀
文
学
の
位
置
づ
け
を
行
う
と
と
も
に
、
近
代
の
文
学
思
潮
並
び

に
文
学
の
一
般
概
念
を
得
さ
せ
」
、
「
こ
の
作
品
を
素
材
と
し
て
、
生
徒
が
か
た
よ

ら
な
い
文
学
理
解
へ
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
行
い
た

い 
」
と
〈
学
習
目
標
〉
が
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、
「
文
学
」
を
学
ぶ
こ
と
自
体
が

そ
の
目
標
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
教
科
書
の
〈
手
引
き
〉
に
現
れ
た
変
化
は
こ
の

〈
学
習
目
標
〉
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

『
高
等
国
語
』
系
統
で
は
ま
た
異
な
っ
た
〈
学
習
目
標
〉
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
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『
高
等
国
語
（
改
定
版
）
二
上
』
で
は
、
菊
池
や
谷
崎
の
同
時
代
評
で
指
摘
さ
れ

て
い
た
「
表
現
の
的
確
さ
を
理
解
」
す
る
こ
と
を
求
め
な
が
ら
も
、「
志
賀
直
哉
の

文
章
は
、
生
徒
の
年
齢
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
」
と
の
一
文
が
出
現
す
る
。
続
け
て
「
そ
こ
で
、
ゆ
っ
く
り
吟
味
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
、〈
参
考
教
材
〉
の
重
要
性
を
説
く
。
そ
し

て
〈
参
考
教
材
〉
を
手
掛
か
り
に
「
「
城
の
崎
に
て
」
を
読
み
返
す
と
、
生
徒
は
最

初
に
読
ん
だ
時
よ
り
も
、
ず
っ
と
精
確
に
鑑
賞
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
る
。
教
科
書
編
者
は
「
城
の
崎
に
て
」
を
「
そ
れ
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
も
の
と

は
思
わ
な
い
」
学
習
者
像
を
把
握
し
な
が
ら
も
「
城
の
崎
に
て
」
を
採
録
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、「
城
の
崎
に
て
」
を
「
す
ぐ
れ
た
も
の
」
だ
と
認
識
す

る
よ
う
、
同
時
代
評
を
用
い
て
学
習
者
の
読
み
の
矯
正
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
、

こ
こ
に
窺
え
る
。 

 

学
習
者
の
目
に
晒
さ
れ
る
教
科
書
と
い
う
媒
体
の
レ
ベ
ル
で
は
、
両
系
統
と
も

ほ
ぼ
同
じ
同
時
代
評
を
用
い
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
作
品
の
解
釈
や

作
家
像
も
然
程
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
大
枠
に
お
い
て
は
同
質
の

も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
戦
後
初
期
に
は
既
に
確
立
し
て
い
た
「
描

写
」
や
「
表
現
」
と
い
っ
た
作
品
そ
の
も
の
に
現
れ
て
い
る
価
値
や
、
志
賀
直
哉

と
い
う
人
物
の
価
値
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
書
に

よ
っ
て
変
化
し
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
学
習
者
に
伏
せ
ら
れ
た
レ

ベ
ル
で
は
、
全
く
異
な
る
〈
学
習
目
標
〉
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
「
城
の
崎
に
て
」

を
学
習
す
る
価
値
と
い
う
、
教
科
書
編
者
が
独
自
に
考
え
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
価
値
観
は
、
教
科
書
に
よ
っ
て
様
々
に
変
化
し
、
揺
れ
動
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
価
値
が
定
ま
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
「
城
の
崎
に
て
」
は
採

録
さ
れ
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。 

  

注 （
１
）
「
現
代
文
学
の
可
能
性
―
志
賀
直
哉
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
文
芸
』
昭
和
四
七
年
一
月
） 

（
２
）
「
教
材
研
究
「
城
の
崎
に
て
」
」
（
『
日
本
文
学
』
昭
和
三
年
六
月
） 

（
３
）「
志
賀
直
哉
の
方
法
―
「
焚
き
火
」「
城
の
崎
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
国
文
学 

解
釈
と

教
材
の
研
究
』
昭
和
三
四
年
一
月
） 

（
４
）
「
「
城
の
崎
に
て
」
の
読
解
指
導
に
つ
い
て
」（
『
国
語
展
望
』
昭
和
四
八
年
六
月
） 

（
５
）
輿
水
実
「
国
語
教
材
の
近
代
化
」
（
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』
昭
和
四
〇
年
一
二
月
） 

（
６
）
佐
野
幹
『
「
山
月
記
」
は
な
ぜ
国
民
教
材
と
な
っ
た
の
か
』（
大
修
館
書
店
・
平
成
二

五
年
） 

（
７
）
国
語
教
育
史
の
概
観
は
桝
井
英
人
『
「
国
語
力
」
観
の
変
遷 

戦
後
国
語
教
育
を
通

し
て
』（
溪
水
社
・
平
成
一
八
年
）
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
佐
野
幹
に
よ
る
と
、
能

力
主
義
と
は
時
枝
誠
記
に
代
表
さ
れ
る
「
技
能
や
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視

す
る
考
え
方
」
を
指
す
。
（
注
６
） 

（
８
）
「
城
の
崎
に
て
」
の
評
価
史
に
つ
い
て
は
、
亀
井
千
明
の
「
志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に

て
」
試
論
―
〈
私
小
説
〉〈
心
境
小
説
〉
神
話
の
実
態
に
つ
い
て
―
」（
『
近
代
文
学
試

論
』
平
成
一
四
年
一
二
月
）
に
詳
し
い
。 

（
９
）
『
菊
池
寛
文
学
全
集 

第
六
巻
』
（
文
芸
春
秋
新
社
・
昭
和
三
五
年
） 

（
10
）『
小
林
秀
雄
全
集 

第
一
巻
』（
新
潮
社
・
平
成
一
四
年
四
月
） 

（
11
）『
谷
崎
潤
一
郎
全
集 

第
二
十
一
巻
』（
中
央
公
論
社
・
昭
和
五
八
年
） 

（
12
）
亀
井
千
明
は
、
「
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
二
十
五
年
ま
で
に
お
け
る
「
城
の
崎
に
て
」

の
評
価
史
と
は
、
菊
池
、
広
津
に
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
氏
の
「
城
の
崎
に

て
」
に
対
す
る
批
評
は
、
二
つ
の
大
き
な
批
評
の
傾
向
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、
菊
池

の
志
賀
に
対
す
る
「
正
確
」
と
い
う
評
価
や
、
広
津
の
使
っ
た
「
東
洋
的
」
と
い
う

言
葉
は
、
志
賀
や
そ
の
作
品
を
評
価
す
る
際
に
使
わ
れ
る
評
言
と
し
て
よ
く
耳
に
す

る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、「
城
の
崎
に
て
」
の
同
時
代
評
の
中
で
す
で
に
言
い
述
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べ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
注
８
） 

（
13
）
注
８
に
同
じ 

（
14
）
以
下
の
記
述
は
『
三
省
堂
の
百
年
』（
三
省
堂
・
昭
和
五
七
年
）、
及
び
株
式
会
社
三

省
堂
の
教
示
に
よ
る
。 

（
15
）
吉
田
裕
久
『
戦
後
初
期
国
語
教
科
書
史
研
究
―
墨
ぬ
り
・
暫
定
・
国
定
・
検
定
―
』

（
風
間
書
房
・
平
成
一
三
年
） 

（
16
）
『
新
国
語
（
改
訂
版
）
文
学
三
』
の
〈
手
引
き
〉
は
、
改
訂
前
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る

た
め
省
略
す
る
。 

（
17
）
注
８
に
同
じ 

（
18
）
『
高
等
国
語
（
三
訂
版
）
二
下
』
の
〈
手
引
き
〉
は
、
改
訂
前
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る

た
め
省
略
す
る
。 

（
19
）『
文
学
入
門
』（
昭
和
二
九
年
・
光
文
社
）
第
八
章
「
下
降
認
識
と
上
昇
認
識
」
の
中

の
「
小
説
の
芸
術
性
」
を
、
三
省
堂
が
抜
粋
し
編
集
し
た
も
の
。 

（
20
）「
〈
戦
略
〉
と
な
っ
た
自
作
解
説 : 

志
賀
直
哉
「
創
作
余
談
」「
続
創
作
余
談
」「
続
々

創
作
余
談
」（
『
近
代
文
学
試
論
』
平
成
一
五
年
一
二
月
） 

（
21
）
注
３
に
同
じ 

（
22
）
注
８
に
同
じ 

（
23
）
佐
藤
泉
『
国
語
教
科
書
の
戦
後
史
』
（
勁
草
書
房
・
平
成
一
八
年
） 

 

本
論
で
提
示
し
た
「
城
の
崎
に
て
」
採
録
教
科
書
に
関
す
る
情
報
は
、
阿
武
泉
監
修
『
読

ん
で
お
き
た
い
名
著
案
内 

教
科
書
掲
載
作
品13000

』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
・
平
成
二

〇
年
）
に
拠
っ
た
。 

 

（
あ
ら
き 

ゆ
う
こ
、
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
在
学
） 
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